
「日常の中の土木」をカメラで切り取る
土木偉人フォトウォーク
土木偉人ブラントンに関連する施設群（神奈川県横浜市）

ここがポイント！
▶ 土木専門家と写真家を講師に、偉人の足跡をめぐる
　「土木偉人フォトウォーク」は、土木偉人をテーマに、その偉人が活躍し
たフィールドでフォトウォークを行うイベントです。土木偉人にまだ興味の
無い人に、土木偉人の魅力を届けるためには、異文化とのコラボレーショ
ンが必要だと考えました。そこで、日常を切り取る側面を持つ「カメラ」と
日常にこっそりと溶け込んでいる「土木」は相性が良いのでは？と考え、「土
木偉人フォトウォーク」を企画しました。講師として、土木の専門家と写真
家をお招きすることで、土木も写真も学べるイベントとなるよう工夫しました。

▶ 出発前の予習で土木の着眼点を共有
　土木偉人フォトウォークin横浜は、土木偉人ブラントンがテーマです。
出発前に参加者みんなでブラントンを勉強することで、土木の着眼点を共
有した状態でフォトウォークに臨めました。
　主な行先は、コレラの対策に活躍したレンガ作りの卵形下水道管、火災
の延焼を防ぐ役割を持った日本大通り、日本初の鉄製トラス橋である吉田
橋などです。魅力的な観光地としての見方に、土木の知識が加わることで、
見ている景色がより奥深く面白く感じられるように、説明を挟みながらフォ

トウォークを進めました。

▶写真報告会で参加者同士が気づきを共有
　フォトウォークの終盤では、各参加者が撮影したお気に入りの写真３枚
をピックアップし、タイトルをつけて発表をする報告会を行いました。土木
技術者からの視点、人に着目した写真、形に着目した写真など、十者十
様の写真が披露されました。一つ一つの写真に対して、講師や他の参加
者からの感想を共有しました。
　この行程を挟むことで、参加者がアウトプットすることができ、講師から
の片方向のイベントではなくなるため、イベントでの気づきが参加者の中
に残りやすくなります。また、参加者全員で写真を発表することで、一人
では気づけない、その場所にその人が集まったからこそ共有できる、土木、
日常の見方を得ることができます。
　土木偉人フォトウォークを通じて、市民の皆様が、暮らし・日常と土木
の密接なつながりに気づくきっかけとなればと考えております。また、土木
技術者が参加することで、土木の仕事を回顧する良い機会となるのではと
いった感想もありました。 

■主催者 ： 
 土木広報センター 土木リテラシー促進グループ

■名称 ： 
 土木偉人ブラントンに関連する横浜の施設群
 （吉田橋、横浜公園、日本大通りなど）

■所在地 ： 神奈川県横浜市中区周辺 
■開催日 ： 2024年2月16日
■対象者 ： 一般
■参加人数 ： 10名
■内容 ： 
 ・土木偉人が活躍したフィールドに
   おけるフォトウォーク
 ・撮影した写真の報告会　

INFORMATION

#土木偉人

#フォトウォーク

#写真報告会施設めぐり


